
【調査結果の概要】

令和５年５月31日公表

令和４年食鳥流通統計調査結果
－ 肉用若鶏の処理羽数及び処理重量は、前年に比べそれぞれ0.2％増加、0.1％減少 －
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畜産物流通調査

68.0

表　　食鳥の種類別の処理量（全国）（令和４年）

144,087 106.0 105.1廃 鶏 83,304

その他の肉用鶏

％％ｔ千羽

肉用若鶏の全国の処理羽数は７億
3,721万7千羽、処理重量は222万
4,140ｔで、前年に比べそれぞれ
0.2％増加、0.1％減少した。

廃鶏の全国の処理羽数は8,330万
4千羽、処理重量は14万4,087ｔで、
前年に比べそれぞれ6.0％、5.1％増
加した。

その他の肉用鶏の全国の処理羽数
は118万4千羽、処理重量は3,416ｔ
で、前年に比べそれぞれ31.0％、
32.0％減少した。

肉用若鶏（ふ化後３か月齢未満）

その他の肉用鶏（ふ化後３か月齢以上）

廃鶏

      １

      ２

      ３

食 鳥 の 種 類

2,224,140737,217肉 用 若 鶏 100.2

1,184

図 肉用若鶏の処理羽数及び処理重量

の推移（全国）

注： 「処理羽数」及び「処理重量」は、食鳥処理場が食鶏を食用に供する目的で処理し

た生体の羽数及び重量をいう。

なお、調査対象は年間の食鳥処理羽数が30万羽を超える全ての食鳥処理場である。

209 
214 

217 
223 222 

704 
716 

728 
736 737

450

500

550

600

650

700

750

100 

120 

140 

160 

180 

200 

220 

240 

260 

平成30年 令和元 2 3 4

（
処

理

重

量
）

（
処

理

羽

数
）

（万ｔ） （100万羽）処理羽数

処
理
重
量

0 0

- 1 -



◎　累年データ

食鳥の処理羽数及び処理重量

年次
肉用若鶏

処理羽数 処理重量 処理羽数 処理重量

廃鶏 その他の肉用鶏

処理羽数 処理重量

千羽 ｔ 千羽 t

78,112

　28 680,392 2,019,954 80,984

平成27年 669,899 1,984,012

　30 703,814 2,094,261 84,604

　29 688,314 2,063,202

　

78,555

　４ 737,217 2,224,140 83,304

　３ 735,530 2,225,558

2,729 8,088

2,539 7,425

資料：農林水産省統計部「畜産物流通調査　食鳥流通統計調査」

注： 調査対象は年間の食鳥処理羽数が30万羽を超える全ての食鳥処理場である。
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【統計表】
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files/data?sinfid=000040054780&ext=xls

【調査の概要】

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan_ryutu/gaiyou/

【調査結果の主な利活用】

【ホームページの掲載案内】

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan_ryutu/#y2

【関連リンク】

農林水産基本施策関係ページ：農林水産省＞組織別から探す＞大臣官房

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/

畜産関係ページ：農林水産省＞組織別から探す＞畜産局＞畜産

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/

畜産統計調査

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/tikusan/

◎本統計調査結果について

　　　　農林水産省　大臣官房統計部

　　　　生産流通消費統計課　消費統計室　

　　　　流通動向第２班

　電　話：（代表）　03-3502-8111　内線3710
　　　　：（直通）　03-3502-5947

◎農林水産統計全般について
　　　　農林水産省　大臣官房統計部
　　　　統計企画管理官　統計広報推進班
　電　話：（代表）　03-3502-8111　内線3589
　　　　：（直通）　03-6744-2037

・　本統計表は、畜産物流通統計としてホームページに掲載（令和５年７月予定）します。

・　公表した数値の正誤情報は、ホームページでお知らせします。

・　食料・農業・農村基本計画における鶏肉の生産努力目標の策定及び検証に鶏肉の生産量が利用

　されている。

　　また、食料・農業・農村基本計画の食料自給力の関連指標の算出にも本調査結果が利用されて

　いる。

・　本資料は、農林水産省ホームページの統計情報に掲載している分野別分類「作付面積･生産量、
　被害、家畜の頭数など」・「農畜産物卸売市場」、品目別分類「畜産（市場・流通）」の「畜産
　物流通調査」で御覧いただけます。

お問合せ先

https://www.e-stat.go.jp/

政府統計の総合窓口

(e-Stat)
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